
第 1 8回熊本大学東光原文学賞

表彰式の様子を掲載！

受賞者全員のインタビューも一挙公開！
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第18回 熊本大学 東光原文学賞 受賞者 インタビュー
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受賞作品は『熊本大学東光原文学賞作品集』として3月に刊行予定です。図書館内にて無料配布し
ます。また、図書館ホームぺージでも公開します。図書館ホームページでは、過去の作品集をいつ
でも読むことができます。

──次はあなたも挑戦してみては？ 次年度もたくさんのご応募をお待ちしております♪



12/19 第5回附属図書館運営委員会

1/1～ ACS・OUPでのOA論文出版の掲載料支援開始

1/16
第18回「熊本大学東光原文学賞」学長賞及び附
属図書館長賞受賞作品発表＆表彰式

1/19～2/18 RapidILLトライアル実施(医学系分館)

1/28～2/10
除籍図書の学生への無料配布(ひご未来図書館(中
央館))

「熊本大学 東光原文学賞」は、熊大生の言語力向上
と創造性豊かな学生の育成、さらに地域社会における
文学・文化活動の中核となる人材輩出等を目的として、
平成20年度に創設され、今年度で18回目を迎えました。
熊本大学の前身の旧制五高では、夏目漱石や小泉八雲
が教鞭をとっており、卒業生には寺田寅彦、犬養孝、
下村湖人、木下順二、中野孝次らが名を連ね、数多く
の文化人を輩出しています。
今年度は14篇の応募があり、審査の結果、学長賞1篇、

附属図書館長賞3篇を選出し、1月16日(金)にひご未来図
書館(中央館)ラーニングコモンズにて表彰式を執り行
いました。

－ ４ －

第18回 熊本大学 東光原文学賞 表彰式
(令和8年1月16日開催)

図書館のできごと（2025.9～2026.1）

9/29～10/10
後期学生選書員募集（選書期間：10/14～10/28) 
(WEB選書)

10/1～11/5
教員による学生用図書の推薦(ひご未来図書館(中央
館))

10/1～11/30
朝日新聞クロスサーチオプションコンテンツのトラ
イアル

10/8
ひご未来図書館(中央館)内グループ学修室1ネーミ
ングライツ事業契約締結・記念式典

10/15～10/29 後期文献検索講習会(対面)：全3回

10/17～12/2
ロビー展示「2025年第1回学生選書祭」(ひご未来図
書館(中央館))

10/17～11/14
特別展『第40回貴重資料展関連企画 永青文庫細川
家文書 国重要文化財指定記念展』(ひご未来図書
館(中央館))

10/20 第4回附属図書館運営委員会

10/21 Web of Science(基礎編)オンライン講習会

10/23～11/27 教員による学生用図書の推薦(薬学部分館)

10/27～11/30
図書館TAによるイベント「読書の木」(ひご未来図
書館(中央館))

10/28～10/30 Elsevier Japan 製品利用オンライン講習会

11/2～11/4
第40回貴重資料展「永青文庫細川家文書国重要文
化財指定記念展」

11/2 第19回永青文庫セミナー

11/19
辞書・事典データベースJapanKnowledge活用法オ
ンライン講習会

11/26 電子ブックKinoDen活用法オンライン講習会

11/27 天草高等学校 ひご未来図書館(中央館)施設見学

12/2～2/2
ロビー展示「ラフカディオ・ハーンと日本の心」
(ひご未来図書館(中央館))

12/15～12/19 図書館TAによる相談会（12月）

12/17 水俣高校 ひご未来図書館(中央館)施設見学

選考委員の先生方から、「さまざまな学部・大学院からの応募があり、題材も多岐にわたり、バリ
エーションに富んだ内容だった」、「今回、受賞した方も残念ながら受賞を逃した方も創作を続けて欲
しいと願う」との講評をいただました。受賞者の皆様、おめでとうございます。
惜しくも受賞を逃した皆様、ご応募ありがとうございました。
次回作をお待ちしております。

「第40回貴重資料展」を開催

『永青文庫細川家文書
国重要文化財指定記念展』

3日間の来場者は532名、学外からも多くの方にご来
場いただきました。期間中に「公開講演会・第19回永
青文庫セミナー」を開催、こちらにも137名の参加があ
り「セミナーと展示がリンクしており、とても密度の
高い講演でした」「文化財保護制度や貴重資料につい

て、分かりやすく解説していただき、
とても勉強になりました。文化財の保
護へ至る過程を知ることができ、とて
も興味深かったです」「いかに細川家
が民衆の意見を取り入れ、混乱する肥
後を統治しようとしていたかが分かり
ました。細川家や松井家についてより
詳しく学習をしてみたいと感じまし
た」等の感想が寄せられました。

演題一「国の文化財（美術工芸品） 保護制度について
－細川家文書を中心に －」

講師：岡村 一幸 （文化庁文化財第一課文化財調査官）

演題二「加藤家改易から細川家入国へ
－「天下泰平」と肥後の民衆 －」

講師：稲葉 継陽 （熊本大学永青文庫研究センター長 教授）
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